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Extensive effort has been dedicated to documenting the effect of makeup. We also
reported Japanese young female students’ behavior around makeup in our previous issue.
The present study was conducted to test the relation between the values about gender
and behavior around makeup because it is one of the issues that were related to female
more closely than to male. We could not treat women and men equally around makeup.
We extracted 27 students who had modern opinion about gender and 44 students who
had Japanese traditional values, and compared their various behaviors around makeup
between these two groups. Then there were few differences between them, but we could
mention that makeup could work positively in personal relations for students who had
traditional values much stronger than others. While very preliminary, these results imply
that various opinionative variables about gender associated to the effect of makeup.
1．緒言
女子短期大学のキャンパスは一見非常に華やかであるが、よく見ると学生の姿にも個性が様々
ある。姿かたちが異なるのは当然だが、選び取るメイクの方法にも個人差がある。トレンド一色
に占められているわけではない。本来の肌質さえ分からないような濃いメイクで顔を完璧に覆う
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学生もいれば、殆ど化粧もせずに素顔のような印象の者もいる。
また、同一の学生でも、日によって化粧が異なるという場合もある。先のような完璧な化粧を
好む学生が時によって素顔で登校したり、普段化粧の薄い学生が時折つけまつげを用いてみたり、
といった具合である。
これらは化粧にまつわる行動の一端として捉えることができる。では、なぜそのような行動が
とられるのであろうか。これまでには、パーソナリティ特性1）や職業・立場と化粧に対する意識
との関連2）、年齢による化粧行動の変化等3）、様々な報告がなされてきた。この他にも、化粧に
関わる要因は種々存在する可能性があるが、本稿ではジェンダーに関する価値観、いわゆる性差
観に注目する。なぜなら、化粧は女性に対して特に広く開かれ、求められる行為であり、そこに
は男女非対称の構図が存在するからである。
山田（2011）においては、この性差観の違いによって顔の性別の判断の傾向が異なる傾向が
見られている4）。更に、肌色に対する価値観の面でも違いが認められ、伝統的性差観を持つ女性
は、より色黒の肌色を男性に求めることが明らかとなった。すなわち、ジェンダーに対する意識
が新たに入ってくる情報の処理や、性差観そのものに含まれない側面の価値観と繋がり、連関を
持つことが示されたのである。
こうした傾向を踏まえ、本報告ではジェンダーに対する意識による化粧行動の違いや化粧に対
する認識の差異を抽出することを目的とし、性差観の特徴から既報5）に示した女子短期大学生の
データを改めて捉え直すこととする。
2．方法
2.1. 対象者
関東在住の日本人女子短期大学生82名1（1年生72名、2年生10名）
平均年齢18.84歳（18～20歳／標準偏差0.598）
2.2. 調査期間
2009年11月から2010年1月
1 対象者は既報（1）と共通であり、本報告は同一データに基づいている。
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2.3. 調査内容2
 使用しているファンデーションのタイプ（選択形式／単一選択）
 メイクアップに使用する化粧品（選択形式／複数選択可）
 スキンケアに使用する基礎化粧品（選択形式／複数選択可）
 普段のメイクの所要時間（分数を回答）
 念入りにメイクする場合の所要時間（分数を回答）
 日常的にメイクをするようになってからの期間（年数を回答）
 普段のメイクの濃さに対する主観的評価（選択形式／4段階）
	 メイクを入念にする部分（選択形式／単一選択）

 化粧に対する意識12項目（選択形式／4段階）
 自分の肌の悩み（選択形式／3つまで選択）
 性差観スケール30項目（選択形式／4段階）
3．結果及び考察
3.1. 性差観得点による分析
本研究で用いた性差観スケールは伊藤（1997）に基づくものであり、合計30項目で構成され
た6）。項目は、「3．生活のこまごまとした管理は、女性でなくては、と思う」、「22．男性は女性に
くらべ、攻撃的である」等、化粧行動や化粧に対する意識とは直接関わらない内容である。
3.1.1. 性差観得点の分布
4件法による性差観スケール回答結果に対し、「そう思わない」を1、「どちらかといえばそう
思わない」を2、「どちらかといえばそう思う」を3、「そう思う」を4として集計を行った。この
結果、30項目の合計点の平均値は75.780（SD=9.611）、中央値は77であった。Figure 1は合計
得点の分布を示したヒストグラムである。
2 記載の11種の内容の他、自己の肌色の予測や実際の肌色の計測を併せて行ったが、本報告では化粧行
動と性差観との関係分析に焦点を絞り、当該項目は割愛することとする。
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Figure 1 性差観得点分布
3.1.2. 性差観得点による対象者の分類
本調査結果自体の代表値は前述の通りであったが、先行研究（山田，2011）に則り4）、73から
77ポイントまでの群を分析対象から除外し、72以下の27名を低得点群（以下、低群）、78以上の
40名を高得点群（以下、高群）とした。低群を構成する27名の平均点は65.074（SD=7.072）、
高群40名の平均は83.450（SD=4.188）である。低群は、伝統的な性差観に同意しない傾向を持
ち、ジェンダーに対して比較的自由な価値観を持つと言える。また、高群は、ジェンダーにまつ
わる旧来の伝統的価値観を保持する群として捉えることができる。
3.1.3. 性差観における各群の特徴
群別に各項目の平均を算出した結果、次の Figure 2に示す折れ線グラフを得た。破線と×印
のマーカーの組み合わせは低群、実線と印のマーカーの組み合わせは高群を示す。数値が高い
程同意の度合いが強いことになるため、折れ線の交差がなく、常に×印が左側、印が右側とな
ったことは、低群の方がより同意せず、高群の方がより同意するという傾向にあったことを示す
と言える。
各項目における t検定の結果、平均の差が有意でも有意傾向でもなかったのは「18．子どもの
ことより自分のことを優先して考えるような女性は、母親になるべきでない」、「25．たくましい
精悍な体つきは、男の魅力として重要である」、「28．男性と女性は本質的に違う」の3項目のみ
であった。これらは、何れの群からも同意され易かったことが捉えられる。
他の21項目は1％水準において有意（2～8、10～17、19、22、23、26、27、30）、5項目は5
％水準において有意（9、20、21、24、29）、1項目は有意傾向であった（1）。
本調査結果においては、2.5が一つのボーダーラインであり、これより値が小さい場合には群
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全体として項目の内容に同意しておらず、値がより大きい場合には同意する傾向にあると解釈で
きる。こうした視点から結果を確認すると、特に、「3．家庭のこまごまとした管理は、女性でな
くては、と思う」、「6．人前では、妻は夫を立てた方がよい」、「10．子育てはやはり母親でなくて
は、と思う」、「11．論理的思考は、男性の方がすぐれている」、「14．女性は何かにつけて責任を
回避しがちである」、「16．一家の家計を支えられないような経済力のない男性は、男として失格
Figure 2 性差観スケール30項目の群別平均
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Figure 3-1 使用ファンデーションの割合（低群） Figure 3-2 使用ファンデーションの割合（高群）
である」、「19．男はむやみに弱音を吐くものではない」、「27．女性は男性にくらべ、手先が器用
である」、「30．男は背が高くなければ、と思う」の9項目について、低群は反対、高群は同意と
いった異なるスタンスを示していることが分かる。これらにおいては、低群が平均で2を下回る
一方で高群が2.5を上回るか、高群が3を上回る一方で低群が2.5を下回るかしており、同意の度
合いに差があるのみならず、群としての態度の違いが明瞭であると言える。家庭や子育て、経済
力など、性役割に関わる項目が多く含まれており、女子短期大学生においては、伝統的性差観の
中でも特にこうした内容について態度の差異が表れ易いと考えられる。
3.2. 性差観による化粧行動の比較
以降の分析では、各種調査データを先の低群と高群との間で比較し、傾向の違いを探ることと
する。低群と高群の傾向の違いは、すなわち、性差観による化粧行動や化粧に対する意識の違い
がもたらす行動の差異として解釈できる。
3.2.1. ファンデーションのタイプにおける群間比較
Figure 3-1及び3-2は、現在使用しているファンデーションのタイプの回答比率を群別にまと
めたものである。
低群はケーキタイプとパウダータイプ、リキッドタイプの3種によってほぼ等分されている状
態であるが、伝統的性差観を持つ高群においては、1割がクリームタイプを選択したところに特
徴が見られる。選択度数について χ2検定を行った結果、頻度の偏りは有意ではなかった（χ2=
5.330, n.s.）。
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Figure 4-1 使用しているメイクアップ化粧品（低群）
Figure 4-2 使用しているメイクアップ化粧品（高群）
3.2.2. メイクアップに使用する化粧品における群間比較
各群において、メイクアップに使用している化粧品として回答された頻度は Figure 4-1及び
4-2の通りである。
両群共、瞼や目元に用いるアイシャドウの使用について最も多数の回答が集まった。グラフに
おける度数分布の特徴においても大きな違いは指摘できないが、χ2検定の結果、統計的に有意な
偏りは見られなかった（χ2=5.341, n.s.）。
使用アイテム数の平均は、低群で7.407（SD=1.907）、高群で7.300（SD=2.066）であり、分
散分析の結果、性差観による主効果は認められなかった（F（1,65）=0.541, n.s.）。化粧に使用される
アイテムが平均で7品程度であることは性差観によって違いはないと考えられる。
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Figure 5-1 使用している基礎化粧品（低群）
Figure 5-2 使用している基礎化粧品（高群）
内容としては、アイシャドウやアイライナー、マスカラなどの目を強調するためのものと、フ
ァンデーションやチークなど、広い面積を以て肌そのものを色づけ、血色を良く見せるためのも
のが中心となっていることが指摘できる。これらの結果は、1992年に行われた化粧品の使用調
査の結果と大きく異なるものである7）。当時は、「口紅を塗る」が最も多く（30名中29名）、「ア
イシャドーを塗る」（同9名）や「マスカラをつける」（同7名）、「アイライン」（同1名）のよう
に、目の強調に関わる化粧は然程目立たない結果となっている。これらのことからも、時代の変
化と共に使用する化粧品も変化することが読み取れるが、本調査に関する限りにおいては、性差
観の如何を問わず、等しくその影響を受けていると捉えられる。
3.2.3. スキンケアに使用する基礎化粧品の群間比較
Figure 5-1及び5-2は、日々のスキンケアに用いる基礎化粧品について、群別に回答頻度をま
とめたグラフである。グラフにおいても大きな差は見られず、χ2検定によっても有意な偏りは認
められなかった（χ2=5.071, n.s.）。
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Table 1 メイクの所要時間と化粧歴
平均（標準偏差） 最大値 最小値
低群 高群 低群 高群 低群 高群
普段のメイクの所要時間（分） 19.074（7.849） 17.250（9.671） 35 60 5 5
念入りなメイクの所要時間（分） 35.852（13.527） 30.000（14.253） 60 90 10 5
化粧歴（年） 1.972（1.411） 2.141（1.323） 6 6 0.5 0.5
既報においては、ファンデーションの使用頻度に対してクレンジング剤が使われていない実態
について言及されているが5）、低群のファンデーション使用者10名のうち、8名はクレンジング
剤使用の回答がなかった。一方の高群でも、同使用者12名のうち9名はクレンジング剤を使用し
ていないとの回答であった。何れの群においても、ファンデーション使用者に比してクレンジン
グ剤の使用者は少なく、ファンデーションを使用しても化粧落としに適したクレンジング剤を用
いない場合が非常に多いことが窺われる。
3.2.4. メイクの所要時間と化粧歴における群間比較
メイクの時間や化粧歴について群別に平均値等を求めた結果、Table 1のようになった。
普段のメイク、念入りなメイクの何れについても、平均値の上では低群の方がより長い時間を
かけているとの結果が得られたが、性差観を要因とした分散分析を行った結果、両メイク区分共、
有意差は認められなかった（普段メイク：F（1,65）=0.664, n.s.／念入りメイク：F（1,65）=0.258, n.s.）。
化粧歴の年数は両群共2年前後であり、1要因の分散分析によっても群間の差は有意でなかった
（F（1,64）=0.246, n.s.）。
最小値については、調査項目にかかわらず群間の差は目立たないが、最大値について見ると、
低群よりも高群の方がより長時間をかけていると確認できる。群を構成する人数の違いには注意
が必要であるが、高群の方がより個人差が大きく、回答に幅があったことが捉えられる。
3.2.5. メイクの濃さに対する主観的評価における群間比較
次の Figure 6-1及び6-2は、自分自身のメイクの濃さに関して4段階で自己評価した結果を群
別にまとめたグラフである。
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Figure 6-1 メイクの濃さに対する主観的評価（低群） Figure 6-2 メイクの濃さに対する主観的評価（高群）
Figure 7-1 メイクを入念にする部分（低群） Figure 7-2 メイクを入念にする部分（高群）
両群共、「やや薄い」との回答が最も多く、グラフにおいても顕著な差は見られないと言える。
χ2検定を行った結果、度数の偏りは有意ではなかった（χ2=1.540, n.s.）。
また、「かなり濃い」を4、「やや濃い」を3、「やや薄い」を2、「かなり薄い」を1として数値
化による再処理を施した結果、低群の平均は2.148（SD=0.602）、高群の平均は2.158（SD=0.638）
であった。性差観を要因とした分散分析の結果、両群間の差は有意ではなく（F（1,63）=0.003, n.s.）、
メイクの濃さに対する主観的な評価が性差観によって異なるとは認められなかった。
3.2.6. メイクをする際のポイントにおける群間比較
次に示す Figure 7-1及び7-2は、入念にメイクする部分として選択された項目の割合を群別に
表したグラフである。
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Figure 8 化粧に対する意識
目を重視した化粧を行うことは両群で共通しており、グラフ上でも当該傾向を明瞭に捉えるこ
とができる。各回答度数に対して χ2検定を行った結果、何れについても有意な偏りは見られな
かった（χ2=0.170, n.s.）。
3.2.7. 化粧に対する意識における群間比較
12項目に対する回答について、「そう思わない」を1、「どちらかといえばそう思わない」を2、
「どちらかといえばそう思う」を3、「そう思う」を4として数値化し、各項目の平均を群別に算
出した。次の Figure 8はこの結果を折れ線グラフに表したものである。破線に×印のマーカー
の組み合わせは低群、実線に印のマーカーの組み合わせは高群を示す。尚、本調査に用いた12
項目の内容は、岩男ら（1985）による調査に基づくものである8）。
性差観による一要因分散分析の結果、低群と高群との間で有意差が見られたのは、「化粧を
している時は人に対して積極的になれる」（F（1,65）=7.196, p<.01）の1項目、有意傾向の差が見ら
れたのは、「新しいメーキャップをしても、周囲の評判が悪いとやめてしまう」（F（1,65）=3.963,
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Figure 9-1 自分の肌の悩み（低群）
Figure 9-2 自分の肌の悩み（高群）
p<.10）、「会う人や出かける所によってメイクの仕方を変える」（F（1,65）=3.027, p<.10）の2項目
であった。高群においては、化粧によって対人的な積極性が増し、化粧の効用を強く感じている
ことが捉えられる。また、メイクの方法の選択については高群の方が時と場合、人によって調整
を行う傾向にあり、周囲の反応からの影響を強く受けていることが読み取れる。高群は、化粧を
よりポジティブに捉えており、自分自身の気持ちを変化させるツールやコミュニケーションの一
部として活用していることが窺われる。
3.2.8. 肌の悩みにおける群間比較
自分自身の肌に関する悩みの群別回答結果は、次の Figure 9-1及び9-2のようになった。
χ2検定により回答度数の偏りについて分析した結果、各群に有意な特徴は認められなかった
（χ2=12.562, n.s.）。両群共、毛穴やにきび、乾燥が肌の悩みとして捉えられていることに違い
はなく、性差観による特徴は見られなかったと言える。
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Table 2 使用化粧品数と化粧時間の相関係数 r2
使用化粧品数
メイクアップ 基礎化粧
低群 高群 低群 高群
化粧時間（分）
通常メイク 0.066 0.193 0.105 0.029
念入りなメイク 0.020 0.113 0.002 0.001
3.3. 諸要素間の関係
3.3.1. 使用メイクアップ化粧品数と使用基礎化粧品数の関係
使用しているメイクアップ化粧品の数と、基礎化粧品の数の間の相関係数 r2は、低群において
0.007、高群において0.118であった。両群共、殆ど相関関係がないと言える。
3.3.2. 使用化粧品数（メイクアップ・基礎化粧）と化粧の濃さの主観的評価の関係
メイクアップに用いる化粧品や基礎化粧品の使用種類の数と数値化処理をした化粧の濃さに対
する主観的評価の間で相関係数を求めた結果、メイクアップ化粧品の場合は、低群で0.007、高
群で0.118、基礎化粧品の場合は低群で0.002、高群で0.021となった。何れの場合も相関関係は
殆どないと言える。
化粧の度合いについては、メイクアップ化粧品の種類数を基準とした「化粧度」を捉えること
もなされており、種類数が多い程、化粧に対する関心が高く、念入りな化粧をしていると考えら
れてきた9）。しかしながら、本調査の限りでは、化粧の濃さに対する主観的な評価が化粧品の種
類数に従って変動するとは言い得ない結果となった。
昨今のメイクアップは化粧品の数の種類が豊富にあるだけでなく方法も多様である。例えば、
マスカラを用いて目を強調するメイクなどは、使用する化粧品が少ないにもかかわらず、濃い化
粧として認識される。化粧を行う者自身の主観的評価が客観的評価と同一であるか否かは別に考
えなくてはならないが、化粧品の使用数と化粧の濃さとの関係は、より複雑なものとなってきて
いる可能性があると言える。
3.3.3. 使用化粧品数（メイクアップ・基礎化粧）と化粧時間の関係
メイクアップ化粧品や基礎化粧品の使用数と化粧時間との間で群別に相関係数 r2を算出した結
果、次の Table 2が得られた。何れの群においても殆ど相関がなく、化粧品の数が増えるに従っ
て化粧時間が一律に延びる訳ではないことが明らかになった。
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低群 高群
化粧時間（分）
普段のメイク 0.313 0.056
念入りなメイク 0.135 0.008
化粧歴（年） 0.210 0.082
Table 3 化粧の濃さに対する主観的評価とメイクの所要時間の相関係数 r2
3.3.4. 化粧の濃さの主観的評価とメイクの所要時間及び化粧歴の関係
化粧の濃さに対する主観的評価（数値化後）と化粧時間（通常の化粧・念入りな化粧）と化粧
時間との間で群別に相関係数 r2を求めた。Table 3は当該結果をまとめた表である。
低群においては、化粧の濃さに対する主観的評価と通常の化粧にかかる時間との間で弱い相関
が見られた（r2=0.313）。この結果は、化粧にかかる時間が長い対象者程、自己の化粧に対して
より濃いという認識を持つ傾向にあったことを表す。逆に言えば、化粧に時間をかけない、或い
はかからない対象者程、自分のメイクが濃いとは思っていないことになる。
また、同じく低群において、化粧歴との間でも弱い相関が見られた。化粧を始めてからの時間
が長い程、自分の化粧を濃いと評価する傾向にあったことになるが、これらの結果において興味
深いのは、低群においてのみこれらの相関関係が認められたことである。3.2.4．及び3.2.5．項に
おいて述べたように、化粧の濃さに対する認識には群間差がないものの、高群においては化粧の
所要時間に幅があった。これを踏まえれば、高群においてより相関が生じ易い状態であったと言
い得るが、実際には全く逆であった。この結果は、高群において化粧の所要時間と濃さの評価と
の関係にばらつきがあることを窺わせるものであり、例えば、60分をかけていても 「やや薄い」
と評価したり、15分しかかけていなくとも「やや濃い」と評価したりといったように、高群に
おけるメイク法のバリエーションの豊かさを感じさせるものでもある。
3.3.5. 化粧に対する意識と使用化粧品数（メイクアップ・基礎化粧）との関係
化粧に対する意識12項目の回答とメイクアップ化粧品の使用数、並びに基礎化粧品の使用数
の間で相関係数 r2を算出した結果、殆どの項目について相関は見られず、高群における「会う
人や出かける所によってメイクの仕方を変える」に対する回答とメイクアップ化粧品数（r2=
0.211）、「化粧をしていないと相手に失礼な感じを与えていると思う」に対する回答と基礎化
粧品の数の2項目についてのみ、弱い相関が見られた（r2=0.227）。
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3.3.6. 化粧に対する意識とメイクの所要時間との関係
化粧に対する意識12項目の回答と通常の化粧時間及び念入りな化粧時間との間で相関係数 r2
を求めた。結果は、低群における「化粧をしていないときに知った人と出会うと恥ずかしくな
る」に対する回答と普段の化粧時間との関係において弱い相関が見られたのみであり（r2=0.247）、
その他に相関関係は認められなかった。
項目と普段の化粧時間の相関関係からは、通常のメイクの時間が長くなる程、化粧をしない
状態で知人と会うことに抵抗を感じる傾向にあることが言える。3.3.4．項において示したように、
低群では、普段のメイクの時間が長い程自分自身の化粧を濃いと評価する傾向にあるため、メイ
クの時間が長い程、メイク前とメイク後の差異が大きいことが考えられる。このために、普段の
化粧の時間が長い程、化粧をしていないときに知った人と会うことで恥ずかしさを強く感じるも
のと思われる。
4．まとめ
本研究では、日本人女子短期大学生の化粧行動において、性差観による違いが見られるか否か
を確認した。結果として、化粧にかける時間や所有するアイテム数等、行動のレベルでは性差観
による差異は全く見られず、化粧に対する意識のレベルで若干の違いが見られる程度に留まった。
本研究において示された内容は次の通りである。
1）本調査の対象者をジェンダーに対して伝統的価値観を持つ群と自由な価値観を持つ群とに
分けた場合、特に性役割に関わる部分において群間差が生じる。
2）ジェンダーに対する価値観を問わず、ファンデーションを使用していながらクレンジング
剤を用いない場合も多く、それぞれの群の約8割に上る。
3）ジェンダーに対して伝統的な価値観を持つ群は、自由な価値観の群に比して化粧による対
人的な積極性増進の効用を感じている。
4）ジェンダーに対して自由な価値観を持つ対象者の場合、普段の化粧にかける時間が長い程、
自分の化粧がより濃いと評価する傾向にある。
5）ジェンダーに対して自由な価値観を持つ対象者の場合、化粧歴が長い程、自分の化粧がよ
り濃いと評価する傾向にある。
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